
４０
年
足
ら
ず
で
終
わ
つ
お

隋
の
中
国
再
統
一

軸絲針卿牌属膳岬稀濯粒儀、　　　　　　　いけ一̈
“噺』け」制中り̈

製
脚「話
針
観
抑説
舜
酸
社　
鴻
江』却一の南瑚
櫂
纂

建
て
た
。
５
８
９
年
、
隋
は
南
朝
の
陳
を
減
ぼ
　

　

人
を
超
す
民
衆
が
動
員
さ
れ
、
渦

し
、
晋
の
減
亡
以
来
２
７
３
年
ぶ
り
に
中
国
統

　
　
強
い
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
爆

一
を
果
た
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
を
し
ば
し
ば
遊
び
に
使
い
、
離
［

拙舗

霙

鋪
葬

鉗

塾
鸞

鮮質時霧

に
、
律
令

（律
導
側
拡
、
令
は
行
政
法
）
を
定
め
　
　
万
里
の
長
城
の
改
修

・
王
宮
や
離

た
。
さ
ら
に
、
租
庸
調
の
税
制
（租
は
穀
物
、
庸
　
　
ど
に
も
民
衆
が
動
員
さ
れ
た
。

は
労
役
、
調
は
絹
・
綿
な
ど
）
を
導
入
す
る
こ
と
　
　
　
　
一
方
、

，ｃ
の
こ
ろ
に
は
、
大
和
胡

で
皇
帝
の
農
民
支
配
を
強
め
、
中
央
集
権
体
制
　
　
家
統

一
を
ほ
ぼ
成
し
遂
げ
た
日
一

を
強
化
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
へ
遣
隋
使
を
派
遣
し
て
、
対

ま
た
、
官
吏
登
用
法
と
し
て
、
そ
の
後
長
ら
　
　
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
一又
帝
は
北

潮
開
詞
押
ガ
計し‐こμ％榊

河
焼崚押
飼
酪
砒

挙
は
、
門
閥
貴
族
を
生
む
温
床
に
な
っ
て
い
た
　

　

が
突
厭
と
結
ぶ
こ
と
を
恐
れ

そ
れ
ま
で
の
九
品
中
正
法
を
改
め
、
）字
科
試
験

　
　
一呂
句

麗
遠
征
を
敢
行
し
た
。

に
よ
っ
て
官
吏
を
採
用
す
る
も
の
で
、
皇
帝
に
　

　

失
敗
に
終
わ
る
と
、
皇
帝
の
・

よ
る
中
央
集
権
体
制
を
戯
固
に
す
る
ね
ら
い
が
　

　

各
地
で
農
民
の
反
乱
が
起
こ
¨

あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
清
朝
末
期
の
１
９
０
５
　

　

人
民
の
酷
使
に
、
飢
饉
や
水
一

年
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
実
に
１
３
０
０
年
余

　
　

と
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
２
０
＾

り
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。　
　
　
　
　
起
し
、
国
内
最
大
の
穀
物
倉
産

鵬

訊

ゝ
ω

蠅

種

』

強

剣

商

戦

乱

を

　

　

な っ 占
〔
驚

撒

酬

躙

』
蘭
喫

牌

文
帝
の
次
子
で
あ
る
広
は
、
兄
を
失
脚
さ
せ
　

　

に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
隋
帝
国
は
ヽ

て
皇
太
子
と
な
り
、
父
を
殺
害
し
て
帝
位
に
つ
　

　

足
ら
ず
で
減
亡
し
た
。

雅//
遣隋使により、日本は中華帝国に対し、初
めて対等の立場での外交を求めた。聖徳
太子の「日出る国の天子、書を日没する国
の天子に致す…」という国書はその意思を

表明している。この国書を読んだ場帝は激
怒したといわれるが、日本征討の命を下す
ことはなかった。

　́　縮′ヽ一汁ｉノ

く、　
　
　
相̈
い

“
臨

　

　

　

・

レ
首
【

に
，
‐
ノ
ア
，

ノ

場帝時代の隋
高句麗遠征

3次に及ぶ高句麗への大規模な出兵は、

乙支文徳 (お つしぶんとく)に 率いられ

た高句麗軍の激しい抵抗などにより、

失敗に終わる。

大運河

文帝とその子場帝が造営した運

河。総延長約2000km。 江南の

経済圏と華北の政治中枢を結び、

物資流通の大動脈となった。

遣隋使

600年ころから614年までの

間に、推古 (す いこ)朝の日本
から小野妹子 (おののいもこ)

をはじめとした使節が、数度に

わたつて送られた。
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